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【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月1日(2008.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理層と媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層、すなわち各チャネル特定のサイズのデータ転
送ブロックの利用により複数のトランスポートチャネル経由で前記物理層にデータを提供
する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層とを有し、各トランスポートチャネルが一組の論理チ
ャネルと関連づけられ、少なくとも１本のトランスポートチャネルについて論理チャネル
のセットが互いに異なる論理タイプの少なくとも２つの論理チャネルを有するＣＤＭＡ通
信システムのための無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、前記ＷＴＲＵが、
　互いに異なる２つのタイプの論理チャネルを含む論理チャネルセットに関連した特定の
トランスポートチャネルについて、固定のＭＡＣヘッダビットサイズをＭモジュロＮ（Ｎ
は３より大きい選択された整数、Ｍは０より大きくＮ未満の整数である）に等しい状態で
、固定のＭＡＣヘッダビットサイズと前記セットの中の各論理チャネルとを関連づけるよ
うに構成されたプロセッサ手段を含み、
　前記プロセッサ手段が、各トランスポートブロックのための論理チャネルデータが均等
に分割可能なＮのビットサイズである状態で、前記特定のトランスポートチャネルに関連
した一組の論理チャネルからの伝送のための論理チャネルデータを有する論理チャネルを
選択するように構成されており、
　前記プロセッサが、前記特定のトランスポートチャネル経由で前記ＭＡＣ層から前記物
理層にデータの複数のトランスポートブロックとして前記論理チャネルデータを提供する
ように構成された前記プロセッサ手段であって、データの各トランスポートブロックがＭ
ＡＣヘッダおよび前記トランスポート特定チャネルに対する論理チャネルデータを含み、
データの各トランスポートブロックが有限の数のトランスポートブロック（ＴＢ）ビット
サイズの一つ、すなわち、同一のトランスポートチャネルデータおよび同一の被選択論理
チャネルデータについてのデータを伝送しているトランスポートブロックに対する第１の
固定のサイズに設定した第１のＭＡＣヘッダの第１のビットサイズ（前記ＭＡＣヘッダの
前記第１のビットサイズに前記論理チャネルデータの前記第１のビットサイズを加えたも
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のが前記ＴＢビットサイズの１つに等しい）と、異なるトランスポートチャネルデータま
たは異なる被選択論理チャネルデータについてのデータを伝送しているトランスポートブ
ロックに対する第２の固定サイズに設定した第２のＭＡＣヘッダの第２のビットサイズ（
ＭＡＣヘッダの第２のビットサイズに異なる論理チャネルデータの第２のビットサイズを
加えたものが前記ＴＢのビットサイズのうち１つに等しい）とを含む有限の数のトランス
ポートブロック（ＴＢ）ビットサイズの１つのサイズであるように構成されたプロセッサ
手段である
ことを特徴とするＣＤＭＡ通信システムのための無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項２】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成されて
おり、Ｎが８に等しく論理データがデータオクテット構成の無線リンク制御プロトコルデ
ータユニット（ＲＬＣＰＤＵ）である請求項１記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項３】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成されて
おり、少なくとも２本の互いに異なるタイプの論理チャネルを含む論理チャネルセットに
関連した前記少なくとも１本のトランスポートチャネルについて各ＭＡＣヘッダが論理チ
ャネルデータに関連した被選択論理チャネルのタイプを特定するデータのためのデータフ
ィールドを有し、前記データフィールドのビットサイズが前記ＭＡＣヘッダのモジュロＮ
のビットサイズＭを定めるように選んである請求項１記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
【請求項４】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成されて
おり、前記データフィールドのビットサイズを前記少なくとも１本のトランスポートチャ
ネルについてトランスポートチャネルと論理チャネルとの組合せのペイロード要求が最も
制限された論理チャネルで最短になるように選択した請求項３記載の無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）。
【請求項５】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成されて
おり、少なくとも１本のトランスポートチャネルに関連したセットの一つ以上の論理チャ
ネルのＭＡＣヘッダの前記データフィールドに最短のデータフィールドビットサイズを提
供し前記一つ以上の論理チャネルが前記少なくとも一つのトランスポートチャネルと関連
した前記論理チャネルセットの中の他のどの論理チャネルよりも高い頻度で前記少なくと
も一つのトランスポートチャネルと集合的に用いられるようにする請求項３記載の無線送
受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項６】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、少なくとも４本の互いに異なるタイプの論理チャネルを有する一組の論理チャ
ネルに少なくとも２本のトランスポートチャネルが関連づけられており、少なくとも２本
のトランスポートチャネルについてそれぞれの論理チャネルセットの中の各論理チャネル
に関連した固定のＭＡＣヘッダビットサイズを各固定のＭＡＣヘッダビットサイズがＭモ
ジュロＮ（ＭはＮ未満の整数であり、ＮとＭとは互いに異なるトランスポートチャネルに
関連したＭＡＣヘッダごとに互いに異なっていても差し支えない）に等しくなるように選
んである請求項１記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項７】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
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もに、Ｎが８に等しく論理データがデータオクテット構成の無線リンク制御プロトコルデ
ータユニット（ＲＬＣＰＤＵ）の形で前記論理チャネルデータを提供するために各論理チ
ャネルと関連づけるように構成されている請求項６記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）。
【請求項８】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルと関連づけるように構成さ
れており、前記少なくとも２本のトランスポートチャネルが、
　専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、共用チャネ
ル制御チャネル（ＳＨＣＣＨ）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および共通トラフィック
チャネル（ＣＴＣＨ）を含む１セットの論理チャネルと関連づけられた順方向アクセスチ
ャネル（ＦＡＣＨ）と、
　前記ＤＴＣＨ、前記ＤＣＣＨ、前記ＳＨＣＣＨおよび前記ＣＣＣＨを含む１セットの論
理チャネルと関連づけられたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と
を含む請求項７記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項９】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＦＡＣＨトランスポートチャネル用の前記論理チャネルに関連づけられた
各ＭＡＣヘッダについてＭが３に等しく、前記ＲＡＣＨトランスポートチャネル用の前記
論理チャネルに関連づけられた各ＭＡＣヘッダについてＭが２に等しい請求項８記載の無
線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＦＡＣＨトランスポートチャネルおよびＲＡＣＨトランスポートチャネル
について、各ＭＡＣヘッダが前記トランスポートチャネルデータに関連づけられた被選択
論理チャネルのタイプの特定のためのデータ用のＴＣＴＦデータフィールドを有し、前記
ＴＣＴＦフィールドのビットサイズを前記ＭＡＣヘッダのモジュロＮのビットサイズＭに
定めるように選んだ請求項８記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１１】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＣＣＣＨ、ＣＴＣＨ、ＳＨＣＣＨおよびＢＣＣＨ論理チャネルに関連づけ
られたＦＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前記ＴＣＴＦデータフィールドビットサイズが３
であり、前記ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨ論理チャネルに関連づけられた前記ＦＡＣＨ　ＭＡ
ＣヘッダについてＴＣＴＦデータフィールドビットサイズが５であり、前記ＣＣＣＨおよ
びＳＨＣＣＨ論理チャネルに関連づけられた前記ＲＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前記Ｔ
ＣＴＦデータフィールドビットサイズが２であり、前記ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨ論理チャ
ネルに関連づけられた前記ＲＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前記ＴＣＴＦデータフィール
ドビットサイズが４である請求項１０記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＦＡＣＨトランスポートチャネル用の前記論理チャネルに関連づけられた
各ＭＡＣヘッダについてＭが３に等しく、前記ＲＡＣＨトランスポートチャネル用の前記
論理チャネルに関連づけられた各ＭＡＣヘッダについてＭが２に等しい請求項１１記載の
無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１３】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
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もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、互いに異なるタイプの少なくとも二つの論理チャネル１セットに関連づけられ
た各トランスポートチャネルについて、それぞれの論理チャネルのセットの中の各論理チ
ャネルに関連づけられた固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、各固定のＭＡＣヘッダビッ
トサイズがＭモジュロＮ（ＭはＮ未満の自然数であり、Ｍは互いに異なるトランスポート
チャネルに関連づけられたＭＡＣヘッダごとに互いに異なっていても差し支えない）とな
るように選んだ請求項１記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、Ｎが８に等しく、前記論理データがデータオクテットで構成された無線リンク
制御プロトコルデータユニット（ＲＬＣ　ＰＤＵ）の形である請求項１３記載の無線送受
信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、少なくとも一つのトランスポートチャネルを含み、それに関連づけられたＭＡ
ＣヘッダビットサイズについてのＭの値が、少なくとも一つの他のトランスポートチャネ
ルについての前記固定のＭＡＣヘッダビットサイズのＭの値とは異なる請求項１４記載の
無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１６】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記トランスポートチャネルが、
　専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、共用チャネ
ル制御チャネル（ＳＨＣＣＨ）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および共通トラフィック
チャネル（ＣＴＣＨ）を含む１セットの論理チャネルに関連づけられた順方向アクセスチ
ャネル（ＦＡＣＨ）と、
　前記ＤＴＣＨ、前記ＤＣＣＨ、前記ＳＨＣＣＨおよび前記ＣＣＣＨを含む１セットの論
理チャネルに関連づけられたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と
を含む請求項１５記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１７】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＦＡＣＨトランスポートチャネル用の前記論理チャネルに関連づけられた
各ＭＡＣヘッダについてＭが３に等しく、前記ＲＡＣＨトランスポートチャネル用の論理
チャネルに関連づけられた各ＭＡＣヘッダについてＭが２に等しい請求項１６記載の無線
送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＦＡＣＨトランスポートチャネルおよびＲＡＣＨトランスポートチャネル
について、各ＭＡＣヘッダがトランスポートチャネルデータに関連づけられた被選択論理
チャネルのタイプを特定するデータのＴＣＴＦデータフィールドを有し、前記ＴＣＴＦフ
ィールドのビットサイズを前記ＭＡＣヘッダのモジュロＮのビットサイズＭを定めるよう
に選んだ請求項１７記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、固定のＭＡＣヘッダビットサイズを、論理チャネルを選択するとと
もに前記論理チャネルデータを提供するために各論理チャネルに関連づけるように構成さ
れており、前記ＣＣＣＨ、ＣＴＣＨ、ＳＨＣＣＨおよびＢＣＣＨ論理チャネルに関連づけ
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られたＦＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前記ＴＣＴＦデータフィールドのビットサイズが
３であり、前記ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨ論理チャネルに関連づけられた前記ＦＡＣＨ　Ｍ
ＡＣヘッダについて前記ＴＣＴＦデータフィールドのビットサイズが５であり、前記ＣＣ
ＣＨおよびＳＨＣＣＨ論理チャネルに関連づけられたＲＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前
記ＴＣＴＦデータフィールドのビットサイズが２であり、前記ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨ論
理チャネルに関連づけられたＲＡＣＨ　ＭＡＣヘッダについて前記ＴＣＴＦデータフィー
ルドのビットサイズが４である請求項１８記載の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項２０】
　各チャネルに特定のサイズのデータ転送ブロックを用いて媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
層が複数のトランスポートチャネル経由で物理層にデータを提供するような物理層および
ＭＡＣ層を有し、各トランスポートチャネルが１セットの論理チャネルと関連づけられ、
少なくとも一つの転送チャネル用に前記論理チャネルのセットが互いに異なる論理タイプ
の少なくとも二つの論理チャネルを含むＣＤＭＡ通信システムに用いられるように構成さ
れた無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）用の方法であって、
　互いに異なる二つのタイプの論理チャネルを含む論理チャネルセットに関連づけられた
特定のトランスポートチャネルについて、固定のＭＡＣヘッダビットサイズをＭモジュロ
Ｎ（Ｎは３より大きい選択された整数、Ｍは０より大きくＮ未満の整数である）に等しい
状態で、固定のＭＡＣヘッダビットサイズと前記セットの中の各論理チャネルとを関連づ
けるステップと、
　各トランスポートブロックのための論理チャネルデータがＮで割り切れるビットサイズ
を備える状態で、前記特定のトランスポートチャネルに関連づけられた１セットの論理チ
ャネルからのトランスポートのための論理チャネルデータを有する論理チャネルを選択す
るステップと、
　前記特定のトランスポートチャネル経由で前記ＭＡＣ層から前記物理層にデータの複数
のトランスポートブロックとして前記論理チャネルデータを提供するステップであって、
データの各トランスポートブロックが前記トランスポート特定チャネルに対するＭＡＣヘ
ッダデータおよび論理チャネルデータを含み、データの各トランスポートブロックが有限
の数のトランスポートブロック（ＴＢ）ビットサイズの一つ、すなわち、同一のトランス
ポートチャネルデータおよび同一の被選択論理チャネルデータについてのデータをトラン
スポートしているトランスポートブロックに対する第１の固定のサイズに設定した第１の
ＭＡＣヘッダの第１のビットサイズ（前記ＭＡＣヘッダの前記第１のビットサイズに前記
論理チャネルデータの前記第１のビットサイズを加えたものが前記ＴＢビットサイズの一
つに等しい）と、異なるトランスポートチャネルデータまたは異なる被選択論理チャネル
データについてのデータをトランスポートしているトランスポートブロックに対する第２
の固定サイズに設定した第２のＭＡＣヘッダの第２のビットサイズ（ＭＡＣヘッダの第２
のビットサイズに異なる論理チャネルデータの第２のビットサイズを加えたものが前記Ｔ
Ｂのビットサイズのうち一つに等しい）とを含む有限の数のトランスポートブロック（Ｔ
Ｂ）ビットサイズの一つのサイズであるステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　各チャネルに特定のサイズのデータ転送ブロックを用いて媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
層が複数のトランスポートチャネル（Ｔｒｃｈ）経由で物理層にデータを提供するような
物理層およびＭＡＣ層であって、各ＴｒＣＨが１セットの論理チャネルと関連づけられ、
少なくとも一つのＴｒＣＨ用に前記論理チャネルのセットが互いに異なる論理タイプの少
なくとも二つの論理チャネルを含み、各ＴＢは、データのＮビットグループ（Ｎは３より
大きい選択された整数）の論理チャネルについてのデータパケット部分、および前記論理
チャネルタイプを反映する選択されたビットサイズのＭＡＣヘッダからなる、物理層およ
びＭＡＣ層と、
　各ＴＢを既定のビット数でパディングするよう構成された物理層プロセッサであって、
パディングビットの同じ番号は、同じＴｒＣＨについてのすべてのＴＢに使用され、前期



(6) JP 2006-304335 A5 2008.3.21

パディングされたＴＢにおけるビットの総数がＮで割り切れる
ことを特徴とするＣＤＭＡ通信のための無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項２２】
　前記物理層プロセッサは、パディングビットの既定数で各ＴＢの前記ＭＡＣヘッダをパ
ディングするよう構成され、前記パディングされたＭＡＣヘッダにおけるビットの前記総
数は、Ｎで割り切れることを特徴とする請求項２１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　各ＴＢは、データオクテットで構成された無線リンク制御プロトコルデータユニット（
ＲＬＣ　ＰＤＵ）の形であるデータの８ビットのグループの論理チャネルについてのデー
タパケット部分からなり、前記物理層プロセッサは、各ＴＢを既定数のビットでパディン
グするよう構成され、オクテット整列されたパディングされたＴＢが生成されることを特
徴とする請求項２１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記物理層プロセッサは、各ＴＢの前記ＭＡＣヘッダを既定数のパディングビットでパ
ディングするよう構成され、前記パディングされたＭＡＣヘッダにおけるビットの総数は
８で割り切れることを特徴とする請求項２３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記ＴｒＣＨは、
　専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、共用チャネ
ル制御チャネル（ＳＨＣＣＨ）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および共通トラフィック
チャネル（ＣＴＣＨ）を含む１セットの論理チャネルと関連づけられた順方向アクセスチ
ャネル（ＦＡＣＨ）と、
　前記ＤＴＣＨ、前記ＤＣＣＨ、前記ＳＨＣＣＨおよび前記ＣＣＣＨを含む１セットの論
理チャネルと関連づけられたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と
　を含み、前記物理層プロセッサは、前記ＦＡＣＨについての各ＴＢを５ビットパディン
グし、前記ＲＡＣＨについての各ＴＢを６ビットパディングするよう構成されていること
を特徴とする請求項２３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２６】
　基地局および前記物理層プロセッサは、ダウンリンク送信についての各ＴＢをパディン
グするよう構成されていることを特徴とする請求項２５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２７】
　ユーザ装置および前記物理層プロセッサは、アップリンク送信についての各ＴＢをパデ
ィングするよう構成されていることを特徴とする請求項２５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２８】
　物理層およびＭＡＣ層を有する無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を提供するステップで
あって、各チャネルに特定のサイズのデータ転送ブロック（ＴＢ）を用いて媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層が複数のトランスポートチャネル（ＴｒＣＨ）経由で物理層にデータを
提供し、各ＴｒＣＨが１セットの論理チャネルと関連づけられ、少なくとも一つのＴｒＣ
Ｈ用に前記論理チャネルのセットが互いに異なる論理タイプの少なくとも二つの論理チャ
ネルを含み、各ＴＢは、データのＮビットグループ（Ｎは３より大きい選択された整数）
の論理チャネルについてのデータパケット部分、および前記論理チャネルタイプを反映す
る選択されたビットサイズのＭＡＣヘッダからなる提供するステップと
ことを特徴とするＣＤＭＡ通信のための方法。
【請求項２９】
　各ＴＢの前記ＭＡＣヘッダは、既定数のパディングビットでパディングされ、パディン
グされたＭＡＣヘッダ内のビットの総数はＮで割り切れることを特徴とする請求項２８に
記載の方法。
【請求項３０】
　各ＴＢは、データオクテットで構成された無線リンク制御プロトコルデータユニット（
ＲＬＣ　ＰＤＵ）の形であるデータの８ビットのグループの論理チャネルについてのデー
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タパケット部分からなり、前記物理層プロセッサは、各ＴＢを既定数のビットでパディン
グするよう構成され、オクテット整列されたパディングされたＴＢが生成されることを特
徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　各ＴＢの前記ＭＡＣヘッダは、既定数のパディングビットでパディングされ、パディン
グされたＭＡＣヘッダ内のビットの総数は８で割り切れることを特徴とする請求項３０に
記載の方法。
【請求項３２】
　前記ＴｒＣＨは、
　専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、共用チャネ
ル制御チャネル（ＳＨＣＣＨ）、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）および共通トラフィック
チャネル（ＣＴＣＨ）を含む１セットの論理チャネルと関連づけられた順方向アクセスチ
ャネル（ＦＡＣＨ）と、
　前記ＤＴＣＨ、前記ＤＣＣＨ、前記ＳＨＣＣＨおよび前記ＣＣＣＨを含む１セットの論
理チャネルと関連づけられたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と
　を含み、前記物理層プロセッサは、前記ＦＡＣＨについての各ＴＢを５ビットパディン
グし、前記ＲＡＣＨについての各ＴＢを６ビットパディングするよう構成されていること
を特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　各ＴＢはダウンリンク送信にパディングされ、基地局により実行されることを特徴とす
る請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　各ＴＢはアップリンク送信にパディングされ、ユーザ装置により実行されることを特徴
とする請求項３２に記載の方法。
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